
  

 

 

 

 

１ はじめに 

兵庫県立大学環境人間学部が大学２年生を対象として実施する演習（目的：持続可能な循環

型社会を構築するために必要となる自然資源の活用方法を学ぶ）について、大学からの依頼で

(株)山崎木材市場が当演習の講義・現地見学先として協力することとなった。木材市場から光

都農林振興事務所あて、素材生産など川上側の部分についての講義協力依頼があり、学生の理

解を深める貴重な機会であるため、森林林業技術センター等と連携して演習を支援した。 
 

２ 内容 

（１）日 時：令和４年７月１日（金） 14:00～16:00 

（２）場 所：（株）山崎木材市場（宍粟市山崎町須賀沢） 

（３）内 容 

① 川上における木材生産と森林資源活用の意義について 

（光都農林振興事務所 森林第１課 髙山） 

② 川中における木材市場のはたらき、原木市場土場視察（（株）山崎木材市場 東専務） 

③ 立木伐採と高性能林業機械による造材作業 

（(株)森本建設 森本専務（県指導林家）、森林林業技術センター 小長井林業専門技術員） 

（４）参加者：大学２年生 24 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 結果・考察 

  演習は木材市場、光都農林振興事務所が講師、森本建設、森林林業技術センター、木材市場が

現場見学を実施した。伐木などの素材生産作業や、市場土場の見学により、学生が普段目にする

ことのない林業・木材産業の現場に触れてもらうことができた。建築を専攻する学生もおられ、

自然資源の活用について見識を深めていただいたと考えられる。 
 

４ 課題に関わった林業普及指導員 

 森林林業技術センター 林業専門技術員 小長井信宏 

光都農林振興事務所 課長補佐 髙山 勉  

兵庫県立大学 環境人間学演習における講義協力について 
        光都農林振興事務所 森林第 1課 髙山 勉 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（社会全体で支える森づくり運動の推進） 
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１ はじめに 

宍粟市が市内の小学生を対象に森林環境学習を進めており、その一環で当方に講義依

頼があった。地元小学生の森林への理解を深める貴重な機会であるため講義を行った。 
 

２ 内容 

（１）日 時：令和３年７月５日（火）8：30～11：00 ほか 4回 

（２）学習内容 

 森林のはたらきについて（公益的機能とその効果を発揮するための林業） 

 兵庫木材センター見学 

一部、木育体験、土砂災害についての学習を実施 

（３）参加者： 7/5(火)  千種小学校 4年生 13 名 

        7/7(木)  神野小学校 4年生 19 名 

       10/4(火)  城下小学校 4年生 45 名 

       10/20(木) 蔦沢小学校 4年生 20 名 

       10/28(金) 山崎西小学校 4年生 12 名   計 5 回実施 109 名  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 結果・考察 

  今年度は要望があった小学校と直接打合せを行い、それぞれの小学校が学習したい内容

を確認し講義内容を少しずつ変更した。児童は、事前によく学習しており、また講義中も

熱心に鉛筆を走らせていた。また、兵庫木材センターの見学も興味深く見学していた。今

後も市、小学校と連携しこのような講義を実施して将来の担い手である児童の理解を深め

ていきたい。 
 

４ 課題に関わった林業普及指導員 

光都農林振興事務所 所長補佐兼森林第 1 課長 谷口英樹、課長補佐 高山 勉、 
主査 宗接聖史 

宍粟市の小学生への森林環境学習講座について 
        光都農林振興事務所 森林第 1課 宗接聖史 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（社会全体で支える森づくり運動の推進） 
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１ はじめに 

 『丹波の森宣言』から３０年が経過し､美しい里山を次世代につなぐため、丹波県民局と丹波篠山

市､丹波市そして(公財)兵庫丹波の森協会が､丹波の里山づくり促進事業実行委員会を組織して､平

成 30 年から様々な里山づくり事業を実施しています｡ 

 

２ 内容 

(1)期 間：令和４年 5月 24 日(火) 

(2)場 所：柏原庁舎職員福利センター会議室 

(3)参加者：里山活動団体、木の駅、バイオマス関連企業 

(4)内容： 

 1)活動報告 

 令和４年度では、平成 30 年からの 4年間の活動の振返り

として、関係者約 40 名を集めて活動報告会を開催した。こ

れまでの取組み状況と課題を共有し、地域の里山活動のモ

デル団体から活動報告を踏まえ意見交換を行いました。 

 地域住民によるボランティア的活動では、担い手も高齢

化し持続的な里山づくりは困難であり、里山資源を活用し

た経済性、収益性、自立性のある里山づくりの展開が必要

で、仕事等で参加できない若い世代の取込みの課題を共有

しました。 

 続いて認定モデル団体である「生郷里山づくり懇話会」

から、「災害を契機に市の助成や住民参画型森林整備等も活

用しているが、基本ボランティアでの活動。メンバーに若

い人もいるが活動の中心は 65 から 70 才と高齢化している。」との活動報告がありました。 

 2)意見交換 

 参加者の取組み事例として、30～40 代の若い世代にとっ

てキャンプの延長で森の手入れを学ぶ、里山と観光、里山

とワークショップなど掛け合わせていくことが今後の森づ

くりのプログラムに非常に大事なる。今まで実施してきた

研修会の内容を一つのポータルサイトで公開し窓口として

それぞれにあった掛け合わせができるとの意見がありまし

た。 

 丹波市木の駅プロジェクトからは、地域の木質チップ生

産者・大規模バイオマス発電施設と連携し木質バイオマ

ス・電気の地産地消の取り組みの動きの紹介もありました。 

 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（多様な主体による活動の推進） 

令和４年度丹波の里山づくり支援① 
               丹波農林振興事務所 森林課 雜賀謙彰 

活動報告会 

生郷里山づくり懇話会 活動報告 

丹波市木の駅プロジェクトの取組み 
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３ 結果・考察 

 里山づくりに取組み 4 年目となり、今後の方向性を共有する意味で有意義な場となりました。従

来は地域住民による地域の里山づくりを目的としていましたが、持続的活動のためには地域住民だ

けでなく、都市部からの関係人口の創出し、ボランティアではなくある程度経済性も必要であるこ

とが共有されました。 

 

４ 今後の取組・課題 

 各種研修会においても経済性や収益性、自立性をテーマに開催し、里山資源を活用した経済性の

ある交流企画の調査・実証、ポータルサイトやワンストップ窓口設置を進めていきます。 

 

 
５ 課題に関わった林業普及指導員 

 丹波農林振興事務所 森林課長 雜賀謙彰、課長補佐 久保田誠司 
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１ はじめに 

 『丹波の森宣言』から３０年が経過し､美しい里山を次世代につなぐため、丹波県民局と丹波篠山

市､丹波市そして(公財)兵庫丹波の森協会が､丹波の里山づくり促進事業実行委員会を組織して､平

成 30 年から下記の里山づくり事業を実施しています｡ 

 

２ 内容 

（１）森を未来につなぐフォーラム開催事業 

 今年度の里山育成研修会は、持続的里山づくり活動を目的に、経済性や収益性、自立性を加味した

５回シリーズで開催し、講義中心に意見交換を実施しました（参加者は延べ 83 名）。 

１回目(2/4)  『丹波の里山の価値』（里山資源となり得る動植物を中心に講義） 

２回目(2/18)  『人工林をめぐる課題解決のための取組み』（2～3回はセットで開催） 

３回目(2/25)  『人工林を活用した木材と空間利用の事業展開』 

４回目(3/11)  『家具づくりを通して広葉樹の収益化を考える』（3～4回はセットで開催） 

５回目(3/18)  『里山の資源活用で広葉樹林の収益に替えるアイディア』 

   
第 1回丹波の里山の価値 
講師：NPO 法人森の都研究所 

宮川五十雄氏 

第 2 回人工林をめぐる課題解決の
ための取組み 
講師：(株)フォレストドアしぐら 
   代表 足立龍男氏ほか 

第 4 回家具づくりを通して広葉
樹林の収益化を考える 
講師：久付木乃工房児玉正和氏、

INABA WOOD WORK 稲葉崇史氏 

 

（２）丹波の里山づくり発信事業 

 令和元年までに認定したモデル 10 団体にアドバイザー派遣し活動を支援していますが、今年度か

(1)森を未来につなぐ 
フォーラム開催事業 

 (2)丹波の里山づくり発信事業 
 

 

①フォーラム開催 
 ※次回 R7年度開催 
②里山育成研修会 

③里山活動団体活動支援 
④ポータルサイト運営 

地域住民による持続的 
里山づくりの推進 

(3)丹波の里山づくり体験促進事業 

⑤安全講習会受講者支援 
⑥「木の駅」支援 

(4)里山資源等活用企画調査・実証 

⑦里山資源活用企画調査・実証 
⑧ワンストップ窓口調査・実証 

令和４年度丹波の里山づくり支援② 
              丹波農林振興事務所 森林課 雜賀謙彰 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（多様な主体による活動の推進） 
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ら瓶割峠を挟み登山道で繋がる丹波市（国領

地区）と丹波篠山市（大山地区）の連携した

里山づくりへの支援にも取り組んでいます。 

 また、情報発信として Web サイト「森機応

変」を開設しました。このサイトは従来地域

向けに発信してきた情報誌「森のかわら版

（全戸配布）」を電子化したもので、現状は

実行委員会の取組みなど一部のみの掲載で

す。今後、丹波の里山のワンストップ窓口の

里山ポータルサイトとして、今後内容を拡充

していきます。特に里山づくりを推進するた

め、丹波を中心とした森林整備、所有林の情

報、山林売買、里山体験交流、里山資源活用、

企業連携、カーボンビジネス等幅広い相談窓

口を目指しています。将来的には、収益性を

確保し経済的に自立し運営を民間へ移行す

ることを前提としています。 

 

 

（３）丹波の里山づくり体験促進事業 

 木の駅プロジェクト等による、里山づくり実践のためのチェーンソーの安全講習会（4 回 41 名）、

伐採搬出体験や薪割など体験交流会開催（11 回延べ 173 名）を支援しました。 

   

ﾁｪｰｿｰ安全講習会(丹波市木の駅) 

9/23～9/25 

体験交流会（丹波篠山木の駅）

2/26 薪割ｼｪｱﾘﾝｸﾞ 

体験交流会（丹波市木の駅） 

10/16 

 

（４）里山資源等活用企画調査・実証 

 里山づくりを持続的に活動するため、従来の地域住民による活動だけでなく、都市部からの関係

人口（特に若い世代）を創出し、ボランティアではなく経済性を取り入れる必要があります。そのた

め、里資源を活用した交流企画を、令和 4 年度から実証・検証を進めており、今後上記 Web サイト

「森機応変」等で報告していきます。 

 また、大阪・関西万博における「ひょうごフィールドパビリオン」SDGs 体験型地域プログラムに

も関係団体の協力のもと、「丹波の里山（SATOYAMA）体験」をテーマに応募し、2月 28 日付けで認定

を受けました。今後、万博開催の令和７年に向け里山体験プログラムを改善していきます。 

 

３ 結果・考察 

 里山育成研修会では、第 1 回の「丹波の里山の価値」では氷上回廊が生態的に特殊で、オンリー

URL: https://tanba-satoyama.jp/ 
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ワンな里山として推せる里山資源であることを再確認しました。第 2回、3回の人工林の課題・利用

については、森林の価値の有無や管理方法など積極的な意見があり、今目指している里山ワンスト

ップ窓口の必要性を再認識しました。第 4回、5回では主に広葉樹材の利用について、自治会等での

里山整備に対する行政支援や、道沿いでも利用されていない現状、またその利用について意見が交

わされました。家具生産者等の需要者とのマッチング、コーディネーターの必要性が求められてお

り、今後「木の駅」とも連携し、将来「里山ワンストップ窓口」がその役目を担えればと考えます。 

 里山活動団体へのアドバイザー派遣での新規に支援団体では、国領地区側は広葉樹林で国領温泉

（宿泊施設）があり、大山地区は人工林で mocca や大山振興会等の人材や施設もあることから、里

山資源を活用した収益性のある体験交流としてのモデルに育成していきたいと考えています。「ひょ

うごフィールドパビリオン」SDGs 体験型地域プログラムの「丹波の里山「SATOYAMA」体験」とも連

携して支援していきたいと考えています。 

 
４ 今後の取組・課題 

 今後は上記取組み継続し、数年後に「丹波の里山ワンストップ窓口」設置を目指します。 
 持続的な里山づくり活動のためには経済性も必要ですが、地元住民には根強いボランティア意識

があり、正当な対価は受けそれを循環・継続する意識改革も平行して進める必要があります。 
 
５ 課題に関わった林業普及指導員 

 丹波農林振興事務所 森林課長 雜賀謙彰、課長補佐 久保田誠司 

 

 

85



  

 

 

 

１ はじめに 

進修小学校には学校林（通称：きこりんやま）があり、以前から児童の間伐や植栽活動指導を行っ

ており、今年度も依頼を受け間伐体験指導を行った。進修小学校では従来から①森林・林業の話、

②間伐体験に加え、③実際に間伐した丸太を製材、④木工品製作と一連での実施に取組んでいる。 

 今回②の間伐体験について、伐採デモや間伐木の製材所搬入等について関係者との調整、伐採届

出指導、当日の全体のコーディネートを普及指導員が担った。 

 

２ 内容 

（１）期 間：令和４年 10 月 21 日（金） 

（２）場 所：進修小学校学校林「きこりん山」（丹波市春日町野村） 

（３）対象者：進修小学校 3年生 14 名および教員 

（４）内 容：間伐体験指導 

  １）間伐について説明 

  ２）間伐体験 

  ３）伐採デモ（チェーンソーによる伐倒見学） 

  ４）薪割体験 

 

３ 結果・考察 

（１）間伐についての説明 
 間伐を実施する目的を小学校 3 年生にも分かり易い内容となる様に配慮して説明し、手ノコを使

用して伐採する方法を図を利用して説明した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）間伐体験 
 小学３年生が手ノコで伐倒できるサイズであること、ロープ牽引で安全に伐倒が可能な位置に生

育していることを確認するため、事前に伐倒予定木および滑車を設置する立木を選定した。 
 また、当日の体験開始までに、チルホールを用い伐採木を伐倒方向へ牽引し、さらに、ロープと

滑車を設置し、安全に伐倒するための準備を実施した。 
 間伐を体験した児童は、初めてノコを使用するためか、思いどおりにノコを挽けない事例が多か

丹波市立進修小学校間伐体験指導 
            丹波農林振興事務所 森林課 上坂亮太 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（多様な主体による活動の推進） 

間伐を実施する目的の説明 受口・追口の作り方の説明 
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ったが、なかにはノコをうまく扱う児童もおり、持ち時間約２分の体験では満足できず、「もう少し

伐りたい」との声も聞かれた。伐倒は約４０分かかったが、最後は児童がロープを引いて無事予定

どおりの方向に伐倒でき、伐倒時には歓声があがった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）伐採デモ 
 地元の組織育成も兼ねて「丹波市木の駅プロジェクト」メンバーに伐採デモを実施してもらった。

間伐体験で伐採した木より大きめの木を伐採したため、チェーンソーの音や倒れる時の音など迫力

を感じ取ってもらえたと思われる。 
 伐採木は学校で木工品を製作するため当日に搬出し、地域の支援者が市内の製材所に持ち込んだ。 

 

（４）薪割体験 
 伐採デモで伐倒した原木を「丹波市木の駅プロジェクト」メンバーが３５ｃｍに玉切り、児童が

林外に搬出した。県民局事業で補助した薪割機を使用し、同メンバーにより薪割体験を実施した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の取組・課題 

 以前に比べ子供たちの減少もあり、林業教室は減少している。しかし進修小学校学校林には地元

にコーディネーター的な方があり小学校と調整し、間伐体験は農林事務所へ、間伐材製材は市内の

製材所へ、木工は地区内の木工作家へと振分けしている。ただ、かなり高齢となっており、今後地

域にコーディネーターが必要で、「丹波市木の駅プロジェクト」実行委員会が「木の駅」だけでなく、

担い手になることが期待される。 
 
５ 課題に関わった林業普及指導員 

 丹波農林振興事務所 森林課長 雜賀謙彰、課長補佐 久保田誠司、課長補佐 上坂亮太 

児童が手ノコで伐倒 児童がロープで伐倒木を牽引 

丹波市木の駅プロジェクトによる薪割体験 
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１ はじめに 

  森の倶楽部は県下１９箇所の活動地で森林保全活動を行っているボランティア団体であり、各活動

地ではリーダーを中心に様々な取組をされており、年に２回活動地リーダーの研修をしておられます。

今回は、「林業」に係る県の取組や森林組合の活動についてリーダー研修で話しをして欲しいとの依頼

があり、対応しましたので、その内容について報告します。 

２ 研修内容 

日 時： 令和４年９月２３日(金・祝日）１３：００～１５：３０ 

場 所： 三木山森林公園 研修館（研修室） 

 参加者： リーダー３７名 

  内 容：「ひょうごの林業について」と題して、ひょうごの森林・林業の取組を説明しました。前

回の令和３年度後期リーダー研修会では、小型の重機等を用いた「自伐型林業」が紹介されたこ

とから、今回は高性能林業機械を利用した低コスト木材生産システムを紹介し、立地条件や所有

者の意向等を反映した多様な木材生産方法があることを説明しました。森林組合の活動について

は、北はりま森林組合藤田参事から「北はりま森林組合の活動報告」

と題してお話しいただきました。 

① ｢ひょうごの林業について」 講師：林務課林政調整班主幹 倉橋 

パワーポイントを用いて、機械化や主伐・再造林の必要性につい

て説明するとともに、自伐型林業と各項目を比較し、それぞれに特

徴(長所・短所)があることを説明しました。 

② 「北はりま森林組合の活動報告」講師：北はりま森林組合 藤田参事 

高性能林業機械の動画を織り交ぜながら、林業の現場を具体的に

説明するとともに、森林組合が地元のために様々な活動を行ってい

る様子を紹介されました。    

３ 結果・考察 
「ボランティア活動とは直接関係することは少な

いのですが、県の森林・林業行政がどのように進め

られているのかを知る機会となりました」との感想

をいただき、県や国が進める取組に理解を深めてい

ただけたのではないかと思います。 

４ 今後の取組・課題 

森林に関わるボランティアの方でも県の森林・林業の

取組はご存じない方もいらっしゃると感じましたので、今後も多くの方に県の取組をご理解いた

だき、ご協力いただけるよう努めてまいります。 

５ 課題に関わった林業普及指導員   林務課 主幹（林業普及担当）倉橋路枝 

森林ボランティアリーダーの育成 
~森の倶楽部リーダー研修会でひょうごの林業を~ 

                     林務課 倉橋路枝 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（多様な主体による活動の推進） 

一般的な林業と自伐型林業の違い 
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１ はじめに 

  林業グループコンクールは、林業研究グループの活動や研究を明らかにし、優れたグループの

体験（意見）および成果を発表する事によって、グループ相互の発展や資質の向上を図る事を目的

として毎年開催されており、発表を通じ地域や全国に情報発信しています。 

令和 4年 9月 12 日に近畿ブロックコンクールが開催され、審査の結果、兵庫県代表の特定非営

利活動法人バイオマス丹波篠山が近畿ブロック代表として選出され、令和 5 年 3 月 2 日に開催さ

れた全国林業グループコンクールにおいて発表しました。 

※兵庫県代表が近畿ブロック代表として発表するのは平成２１年度以来、１３年ぶりです。 

 
２ 内容 

（１）全国林業グループコンクール開催概要 

ア 開催日時 令和５年３月２日（木）１３：００～１７：００ 

イ 開催場所 アルカディア市ヶ谷 私学会館（東京都千代田区九段北 4-2-25） 

ウ 開催方式 集合とオンラインとの併用開催 

エ 参加者数 １２４人（内、オンライン参加者：４４人） 

 ※兵庫県からの参加者：９人（内、オンライン参加：４人） 

 

（２）発表グループ 

※各ブロック代表の全６グループによる発表。発表時間は１グループ１５分以内。 

 ア 北海道・東北ブロック 

代表：山形県 朝日町愛林会 「今、再び広葉樹林を考える」 

イ 関東・山梨ブロック 

代表：東京都 エンジョイ・フォレスト女性林研 「私たちの森林環境教育の取組」 

ウ 中部・北陸ブロック 

代表：静岡県 天竜林業研究会 「天竜美林を次世代へ ～ＦＳＣ認証と林産物利用～」 

エ 近畿ブロック 

代表：兵庫県 特定非営利活動法人バイオマス丹波篠山 

     「未来への人づくり ～木を使うことからはじまる 

人づくり～」 

オ 中国・四国ブロック 

代表：徳島県 馬路「夢いっぱい」会 

 「自立的循環型里山の実現に向けて」 

カ 九州ブロック 

代表：熊本県 くまもと Logging Club  

「林業が“就きたい仕事ベスト１０”に入ることを目指して」 

 

令和４年度全国林業グループコンクールにおいて特定非営利活動法人

バイオマス丹波篠山が近畿ブロック代表として発表 
             森林林業技術センター 木材活用部 山下毅 

推進方策：県民総参加による森づくりの推進 
（多様な主体による活動の推進）  

バイオマス丹波篠山による発表 

（発表者：高橋理事長） 
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３ 結果・考察 

審査の結果、１位の農林水産大臣賞を受賞したのは静岡県「天竜林業研究会」で、近畿ブロッ

ク代表の兵庫県「特定非営利活動法人バイオマス丹波篠山」は林野庁長官賞を受賞されました。

（２位以下のブロック代表は全て林野庁長官賞を受賞。） 

講評は時間の都合上１位の静岡県に対してのみで、グループメンバー内でのＦＳＣ認証取得と

認証材の活用、認証取得に関する官民一体となっての普及活動の幅広さと結果が実を結んだ点が

評価されたようでした。 

  バイオマス丹波篠山においも、川下との流域連携活動や里山環境教育、林福連携への取組など 

幅広い活動内容が評価されているよう、審査員の質疑応答から感じとれました。 

 グループ活動をしていくとグループ内での繋がりや、グループを通じての外部との繋がりが沢 

山生まれ、グループ活動の大切さに改めて気づかされたコンクールでした。 

 また、当然のことながら、無理をせず、できる範囲で楽しみながら継続して活動していくことも 

大切であると感じました。 

 

４ 今後の取組・課題 

今回の発表では、丹波篠山地域を所管する丹波農林の普及指導員に、発表内容の校正やプレゼ

ン方法の指導など多岐にわたり多大なご尽力をいただきました。 

本県において発表者は例年各農林管内持ち回りとなっており、現状、発表に臨むには林研グル

ープだけでは難しく、所管する農林（水産）振興事務所の普及指導員の補佐的役割が非常に重要

となってきます。今後も、発表に臨むにあたり、発表テーマ含め、所管農林として普及指導員に

よる積極的なサポートを望みます。 

また、林研グループにおいては、近年、メンバーの高齢化や減少に伴い、グループ活動が低迷

しがちとなっていますが、普及指導員も積極的に関わるようにし、グループ活動の活性化に繋が

る活動を模索していくことが必要であると考えます。結果、地域の課題が見え、より地域に密着

した丁寧な普及に繋がっていくものと期待されます。 

 

５ 課題に関わった林業普及指導員 

  丹波農林振興事務所 森林課長 雜賀謙彰 

  森林林業技術センター 林業専門技術員 尾﨑真也・小長井信宏、主査 山下毅 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コンクールの様子は、ダイジェスト版として、全林研 YouTube チャンネル内で公開される 

予定です。 

全林研 Youtube チャンネル 

https://www.youtube.com/@zenrinken 

 

バイオマス丹波篠山 
高橋理事長ご夫妻 受賞者集合写真 
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